
（現状の地域課題と事業目的）

（事業の概要）

取組の概要

・キロロの外国人スタッフの利用増加によって住民の利用に支障 → 大型車両導入
・現金決済のみであるため遅延、乗務員負担増加 → 「むらバス」のDX化（キャッシュレス、予約システム）
・繁閑格差により乗務員数の通年雇用が困難 → 物流との連携による閑散期の業務創出（乗務員による貨客連携）
・夏季のコンテンツ不足による冬季と夏季の繁閑格差 → 「むらバス」と連携したレンタサイクル導入

カルデラの里を未来へ繋いでいくプロジェクト 応募様式A

あかいがわ共創プラットフォーム

路線バス撤退後、村独自で「むらバス」を運行しているが、キロロリゾート外国人スタッフの利用増により、村民の乗り漏れや遅延が発生し
ているほか、運賃は現金決済のみであり、乗務員負担が増加している。また、夏季よりも冬季の需要が大きく繁閑格差が生じており、む
らバスも含め地域全体の乗務員の通年雇用に困難が生じていることに加え、観光コンテンツにおいても繁閑格差が課題となっている。今
後もライフラインとして持続可能な公共交通の運行に向け、DX・医療・観光・物流に係る関係者との共創を目指すものである。

事業の基礎情報

実施主体 赤井川村

事業実施地域 赤井川村、余市町

共創の類型 官民共創 ・ 他分野共創

他分野共創の類型 医療 ・ 介護 ・ 福祉 ・ 宅配 ・ 物流 ・ 観光 ・ まちづくり ・ その他（DX）

共創パートナー 日本データーサービス、赤井川ハイヤー、キロロリゾート、赤井川村社会福祉協議会、赤井川村ＤＭＯ

運行形態 自家用有償旅客運送、ボランティア輸送

運行主体 赤井川ハイヤー、社会福祉協議会



（地域の関係者との連携・協働）

（実証事業により見込まれる効果）

取組の詳細

応募様式A

赤井川村総務課がプロジェクト全体の統括管理を担い、日本データーサービスがサポートとして業務支援を実施する。
実証運行路線の主な運行主体は赤井川ハイヤー及びキロロリゾートが担い、また、既存移動支援事業を社会福祉協議会が担い、本
取組における交通分野の事業実施を図る。また、本年度においては、観光分野との共創事業も見据えているため、観光ニーズや観光実
態の情報提供等の役割を赤井川村DMOが担う。

・むらバスの利用者数の増加 ：R4延利用者数9,184人→対前年比2.0倍以上、
・キャッシュレス決済利用者数の増加：0人→200人、・予約システムの実利用者数の増加：0人→10人、
・レンタサイクル利用者数の増加 ：0人→10人、・公共交通の運行に係る従業員数：10人→11人

赤井川村総務課

事業の全体像・共創の仕組み

【既存移動支援事業・意見聴取】
移動支援の実施、利用者意見の集約 等

社会福祉協議会

情報提供

【統括管理】
関係者調整、事業検討 等

実施主体

赤井川ハイヤー、キロロリゾート

【実証運行実施・意見聴取】
車両の運行、利用者意見の集約 等

運行主体

運行委託

【観光取組の展開】
サイクルツーリズムの実施 等

赤井川村DMO

【業務支援】
基礎調査検討・実施 等

日本データーサービス

【物流と交通の協業】
閑散期における物流輸送 等

キロロリゾート

業務支援

カルデラの里を未来へ繋いでいくプロジェクト

あかいがわ共創プラットフォーム



（事業実施手順・スケジュール）

（補助事業実施後の予定）

取組の詳細

応募様式A

・行政の財政確保のほか、公共交通運行事業は地域公共交通確保維持改善事業の継続した活用を想定し、持続可能な取組を目
指すものである。

カルデラの里を未来へ繋いでいくプロジェクト

あかいがわ共創プラットフォーム

【実施主体凡例】赤井川村：赤、NDS：N、社協：社、DMO：D、キロロ：キ、ハイヤー：ハ
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【赤・N・ハ・キ】
・生活圏までの通院交通の実証運行（２ヶ月間）

【赤・N】
・取りまとめ

・キャッシュレス導入に向けた関係者調整（システム会社等）

【赤・N】
・取りまとめ

・通院交通の実証運行に向けた関係者調整（病院、運輸局等）
【赤・N】

【赤】

・実証運行車両の発注
※補助事業採択後に発注

【赤・N】

・納車（11月頃を想定）
・運行に係る手続き（運輸局）

【赤・N】 【赤・N】
・モビリティ運賃のキャッシュレス化による支払いシームレス化実証実験の開始（本事業終了後も継続的に実施）

システム会社作業等期間

・実証実験に向けた
関係者調整（物流業者等）

【赤・N】

【赤・N】
・運用結果等ヒアリング・運用結果等ヒアリング

【赤・N・キ】
・交通及び物流の雇用確保実験（第1弾）

【赤・N・キ】
・交通及び物流の雇用確保実験（第2弾）

【赤・N】 【赤・N】
・取りまとめ

・村内周遊促進に向けた
関係者調整（DMO等）

【赤・N】 【赤・N】
・モビリティとのセットで提供する
村内周遊促進の実証実験（レンタサイクル）

【赤・N】
・モビリティとのセットで提供する
観光客誘致の実証実験（スキー）

【赤・N】
・実験結果等ヒアリング

【赤・N】
・取りまとめ

・観光客誘致に向けた
関係者調整（DMO、キロロ等）

【赤・N】

システム会社作業等期間

・円滑な乗継体制に向けた関係者調整（システム会社等）
【赤・N】 【赤・N】

・予約システム等の導入による乗継シームレス化実証実験の開始（本事業終了後も継続的に実施）

生活圏までの
通院交通の確保
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